
平成 29年度前期 0必修講座「委員会活動」

レイカデ ィア大学米原校・ 第 2回情報委員会 次第

と き :12月 7日 (木)13:OO～
ところ :レイ大米原校 :第 2会議室

1.情報委員長 あいさつ

2.情報委員会各役員の確認及び選出

委員長 (1名 )、 副委員長 (各学年で 1名 )、 書記 (1名 )を原貝」として

おりますが、情報委員会で調整できます。    ※組織図・ 名簿参照

3.情報委員会組織と役害」

情報委員会内 :情報委員長、情報冨」委員長、事務長

ホームページ講習会担当 (①上野汚樹氏、⑩三俣繁美氏)

パワーポイント講習会担当 (各学科責任者)

学科内 :   学科代表、各担当           ※役害」表参照

4.ホームページの作成及び運用に関するの注意事項

ホームページ作成講習会 (11/16及び 11/24開催)を受講した結果、

各学科では、日Pを完成させることができ、発信する準備が整いました。

①ホームページの運用について

HPの運用については、レイカディア大学が定めている「レイカディア

大学ホームページ運用規約」で厳格な運用が求められています。

また、その運用管理についても「運用管理体制図」により詳し<決めら

れています。

③ホームページを更新し発信した場合には「ホームページ更新記録簿」に

記載することになっています。          ※各添付資料参照

④学科内のホームページ上に限定して「パスワード」を設定した場合は、

事務局に報告すること。

5。 今後の活動や予定について

情報委員会の活動や予定については、平成 29年度、第 39期 40期生

の「年間予定表」により行う予定です。

6。 その他



平成 29年 4月 14日

各学科情報委員長 様

(各学科更新責任者 様 )

レイカディア大学米原校情報委員会 委員長

レイカディア大学米原校 ホームページ運用覚書 (平成 29年 4月 1日 改定)

■目的

◎各学科の学習活動を公開することで,学生間の学び合いを深める。

◎広 く一般にも公開することで、本大学への理解 と協力を得る。

■基本的事項

本ホームページは個人のものではなく、 レイカディア大学米原校の言わば公的機関

のホームページです。つきま しては、皆で トラブルを未然に防 ぐことに努めなければ

な りません。

例)他のホームページなどからのパクリ等は絶対にやめましょう。

最近、新たにホームページからの侵入するウイルスが発見されています。 ウイルス

対策はそれぞれにお願い しますが、常に注意する必要があります。

米原校ホームページの記載内容についての責任は、第一義的には情報委員会委員長

にありますが、最終的にはレイカディア大学米原校 となります。

私たちはこのことを充分認識 して、ホームページの作成 とその内容の充実化に努め

なければなりません。

1.ホームページの作成にあたっては、「万人の目にさらされる」とい う観点を肝に

銘 じ、さらに慎重な表現をすること。

2.固有名詞は、特に誤字のないように十三分にチェックすること。

3.各学科のホームページ記載内容の責任は、各学科の情報委員長 (会 )が負 うもの

とする。

4.各学科の量的ボリュームは、原則 として lGB以 内とする。

5.更新 日は 2ヶ 月に 1回 を原則 とし、奇数月とする。

6.更新者は各学科で 1名 を選出し、この任に当たる。 (氏名を届け出ること)更
新 日は原則 として、その月最初の必修講座 日とし、更新責任者が行 うこと。

7.選任者以外の者が更新する必要が生 じた場合は事前に正副委員長 どちらかの了

解を得ること。

8.更新後は大学事務局にある「HP更新記録台帳」に更新記録を記入すること。

9.米原校ホームページのTOP画 面は、情報委員会冨1委員長がHP更新記録台帳

参照の上更新する。

の



■作成内容について

◎各学科の学習活動状況の公開を基本 とする。

◎情報公開に当たっては、以下の項 目にあげる内容に関して、十分配慮する。

(1)公開しないもの

・プライバシーの侵害となるおそれのあるもの

(住所、電話番号、生年月 日、実名、個人写真など)

・著作権に抵触する内容

(講義で使われた資料のコピー、あるいは詳細な講義記録等)

(2)状況によっては公開するもの

。人物写真→個人名が特定できないものにかぎる。

(ク ラス紹介の集合写真や実習、校外活動、行事等のスナ ップ写真 )

・パスワー ドをかけて学科内に限定 し、合意の上で、親睦、交流のための情

報公開はできるものとする。

(3)公開に当たって、本人の承認を必要とするもの
。個人名が特定される写真

■リンクについて

(1)リ ンクできるサイ ト

・公的機関

(2)状況によリリンクできるサイ ト

・学習を深めるために有用 と認められるサイ ト

(3)リ ンクしないサイ ト

・上記 (1)(2)に該当しないサイ ト

Q



「レイカディア大学ホームベージ運用規約J

第1条 (目的)

レイカディア大学のホームページは,レイカディア大学の活性化や取り組みの推進を目的

としている。ホームページが円滑に運用され,モラルの維持された健全な情報発信が行われ

るよう本規約を定める。

第2条 (適用の範囲)

レイカディア大学のホームページを通じて発信される情報のすべて。

第3条 (運用管理について)

別に定めるホームページ運用管理体制 (以下,「管理体制図」という。)による。

第4条 (操作資格)

(1)滋賀県社会福祉協議会 (以下,「本会Jという。)の職員

② 滋賀県レイカディア大学サポート隊の広報担当者

③ 滋賀県レイカディア大学情報委員会の委員長及び委員

上瘍

第5条 (操作期限)

(1)第 4条 2項については,サポート隊任期の期間中とする。

② 第4条 3項については,在学 2年間に限る。ただし,卒業後 1年は整理期間とし操

作可能とする。

第6条 (更新作業)

(1)各学科学生生活のページは各情報委員が行う。

② サポート隊のページはサポート隊担当者が行う。

③ その他のページについては,本会,サポート隊及び情報委員会の取り決めによる。

第 7条 (更新記録)

発信をした場合は,ホームベージ更新記録簿 (様式1)に記載する。

第8条 (禁止事項)

(1)公序良俗に反する情報

② 特定の団体・個人に対する誹謗・中傷

③ 特定の団体・個人にプライバシー 。人権を侵害する等不利益を与える情報 (例えば,

住所,電話番号,生年月日,実名,個人写真,講義で使われた資料のコピーなど本人の許可

を得られていないもの)

の 法律に反する情報

(め 営利目的の情報

⑥ 突出して大きな容量を占めている動画データやリサイズしていない写真

⇔ その他本ホームページにふさわしくない情報 (例えば,自分の趣味や,一個人での活

動など)や目的とは関係のないもの。

〇



第9条 (サーバー内のデータ肖1除)

発信された情報がホームペニジの運用上,第 8条 (禁止事項)に該当する,またはその恐

れがあると判断された場合は,運用管理体制図による管理者が当該データの削除を行う。ま

た削除が速やかに行われない場合は,本会が削除またはリンクをはずすことがある。

第10条 (サーバーパスワードについて)

(1)パスワードは本会が定期的に変更する。ただし,運用に支障を及ぼすような事象があ

った場合は,都度変更する。

② 原則,非公開とする。ただし本会が必要と認めた操作資格者のみ開示し,開示された

者はサーバーパスヮード管理簿 (様式2)に署名する。開示された者は,他の者への

開示を禁止する。

第11条 (費用について)

運用管理のための必要経費 (サーバー、 ドメイン)は本会から支出する。

第12条 (その他)

(1)学科内のホームペァジ上に限定してパスワードを設定した場合は,管理運営上,本会

に報告することとし,学科パスワード管理簿 (様式3)に記載すること。

② その他, レイカディア大学ホームページの運用に関して疑義が生じた場合は,本会,

サポート隊及び情報委員と協議することとする。

「付員J

本規約は平成29年 4月 1日から実施する。

⑭
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